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日本下水道新聞20で2年（平成24年）6月6E】第2壌12号・薫@管跨の包括的民間委鉦ヨ管路施設の包括的民間委託の報告書発刊管路の包括管理導入段階へわが被が弩え愚管路�S砲揺管理日本水工設計�葛ﾆ務の成果を客観的に評価　厳しい財政麗日のなか、公共性を保つことに留意しつつ、市場原理を機能させることで、より効率約な下水道事業の運営が求められている。民闘の高い技術力、豊窟な経営能力を活用する砲括約民間委託」はその有効な手段と考えられる。　三山的民間委託を効果的に機能させるためには、委託業務の閉的・i訓票を明確に定めるとともに、業務の成果を客観的に評価、改蕎に繋げていくためのマネジメントシステムが必婆となる。例えば、繭偽　　　　　　　　　　：コンサルタントは、点検・調査データや維持管理情報と資産情報、会計構報等を統舎した、効灘的なナレッジシステムを構築し、適切な業脇指標とベンチマーキングによって、委託業脇全体をモニターし誘導するサービスを提供することが期待される。これにより、長期にわたり低コストで高サービスな下水道運嘗の提供が可能になることが考えられる。　管理会社・コンサルタントを禽む分野の異なる人’々が、各々のノウハウを生かし、共通の理解のもとに下水道鄭業の展開に取り組むという姿勢が大切であり、持続可能な下水道事業の運営に繋がるものと考える。（東京支社下水道2部　石篁暁）

